　障害者の地域生活･自立生活と
「障害者自立支援法（改革のグランドデザイン）」

学 習 会
厚生労働省は昨年10月「障害福祉改革のグランドデザイン案」を発表し、今国会へ

「障害者自立支援法案」を上程しました。 今回の改革案は、障害者施策全般を見直す

大改革案であり、障害をもつ私たちは「自分の生活がこれから先どうなるんだろう…」

と気になってしかたありません。他人まかせにできない《自分の生活》の、いちばん

基本的な生活基盤にかかわることだから、この機会にみんなで学習し、検証して、

より正確に知っていきたいと思います。そんな思いで、この学習会を計画しました。

もしも、このまま「自立支援法」が実施されることになれば、

私たち障害当事者の生活に与える影響は計り知れないものがあります。

たとえば事業所を選択できる移動介護の廃止、１割負担(応益負担)の問題、

サービスの上限はどうなるか――― このグランドデザインが実施されたら 

私たちの生活はどうなる？ あなたは どんなことが気になりますか？ 

疑問な点はありませんか？ 問題点もよい点も含めて学習しましょう。


日本全国にも世界中にも、障害者自身が運営しているＣＩＬ（自立生活センター）があります。
ＣＩＬでは『どんな障害があっても、どんなに重度でも、地域の中で自立して生きていこう』という

方向性をもち、自立支援活動をしています。たとえば施設から出て、親元から離れて、ふつうの大人

の《私》としてのびのびと街の中で自立生活をするために、経験豊かな障害者によるピア･カウンセ

リングや自立生活のためのプログラム、すべてに一環した権利活動など―――　地域で自立するため

のあらゆる自立支援活動を実施しています。 現在、北海道から沖縄まで全国に約１３０団体のＣＩＬ
があり、そのすべてが障害者が中心になって立ち上げられ、障害者ならではのサポートを行なってい

ます。実際にＣＩＬのサポートを得て、大都市ではなく小さな街でも、もちろん松江地域でも♪ 毎日

介護を必要としている障害者の仲間が、街のアパートでひとり暮らしをしています。

そういった《うれしい事例》が各地でどんどん増えています。これらの自立生活の実際の話や、

ＣＩＬの立ち上げ方法・日々の活動の事例などを、Ｑ＆Ａ方式で学習しましょう。

★日　時　　２００５年 ４月２９日(祝)　１３：３０～１７：４０ (開場13:00～)

★場　所　　松江テルサ　５Ｆ大会議室（松江駅北口すぐ）　　　http://www.web-sanin.co.jp/or/terrsa/ 
★内　容　　障害者自立支援法（改革のグランドデザイン）の解説
　　　　　　　　　　　　「障害者の生活は何がどう変わるのか」

　　　　　　学習会「ＣＩＬがすすめている自立支援」　

自立生活ってどういう生活？（実際の生活体験談あり）

長時間介護が必要でも自立できるの？ どんなサポートがあるの？

★講　師　　佐藤 聡 氏  自立生活センター メインストリーム協会（兵庫県西宮市）事務局長

全国自立生活センター協議会（ＪＩＬ）常任委員

関西学院大学非常勤講師

　　　　　中村 宏子氏 自立生活センター松江 代表（24時間介護利用で１人暮らし）

★参加費　　無　 料　　 ※申込用紙に記入し 事務局「自立生活センター松江」にFAX・メールで。 

　　　　　　　　　　　　 ※駐車場は　駅地下Ｐ もしくは駅周辺[P]をご利用ください。

★主　催　　自立生活センター松江　松江市内中原町248-38　    ☎ ０８５２－２５－３３７２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         mail: nora@iwami.or.jp 　 FAX ０８５２－２５－３３７４










